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1.  平成23年9月期第2四半期の業績（平成22年10月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年9月期第2四半期 644 △12.2 29 △10.2 27 △6.6 23 264.0
22年9月期第2四半期 733 △60.9 33 ― 29 ― 6 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年9月期第2四半期 838.89 837.72
22年9月期第2四半期 230.28 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年9月期第2四半期 1,198 862 71.9 30,058.21
22年9月期 1,411 820 57.7 28,746.87

（参考） 自己資本   23年9月期第2四半期  861百万円 22年9月期  814百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年9月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年9月期 ― 0.00
23年9月期 

（予想）
― 0.00 0.00

3.  平成23年9月期の業績予想（平成22年10月1日～平成23年9月30日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,200 △10.6 20 △45.1 13 △53.9 7 ― 242.41



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、「添付資料」Ｐ.３「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年9月期2Q 28,877株 22年9月期  28,877株
② 期末自己株式数 23年9月期2Q  230株 22年9月期  560株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年9月期2Q 28,486株 22年9月期2Q 28,505株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続の実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含
んでおります。実際の業績等は、業況の変化により、上記予想数値と異なる場合があります。なお、業績予想に関する事項は、【定性的情報】３ページ（３） 
業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期累計期間における我が国経済は、新興国等の経済成長により景気の持ち直しに転じてきていたもの

の、平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響から電力供給の制約による生産活動の調整や、震災による直

接的な被害等により、景気が下振れする懸念が生じています。また、デフレの影響や、厳しい雇用情勢を反映し、

先行き不透明な状況であるため個人消費が伸び悩む状態が続いております。 

 当社を取り巻く環境といたしましては、日本国内における携帯電話の契約者数が平成23年３月末現在で１億

1,953万契約に達しており、そのうち第３世代携帯電話の契約者が占める割合は98.8％で、平成22年12月末の

98.5％から緩やかではあるものの増加しています（出所：社団法人電気通信事業者協会）。 

 携帯端末販売については、おサイフケータイやワンセグなど国内独自のサービスに対応したスマートフォンが登

場し、さらに今後のスマートフォンの出荷台数予測は平成23年度1,545万台、平成24年度1,925万台、平成25年度

2,120万台と携帯端末出荷台数の過半数を突破するとの予測もあるなど、スマートフォンの急速な普及が見込まれ

ています（株式会社MM総研調べ）。モバイルコンテンツ市場については、引き続き拡大傾向であるものの、既存の

携帯電話向けコンテンツの成長が鈍化する一方で、端末の普及とともにスマートフォン向けのアプリ市場が拡大す

る構図となっております。 

 このような環境の下、当第２四半期会計期間においては、スマートフォン向けアプリとＳＮＳへのコンテンツ投

入に引き続き注力いたしました。スマートフォン向けアプリでは、iPhone並びにAndroid搭載スマートフォン、

iPadなどのタブレット型端末向けに、電子書籍の提供を積極的に行ってまいりました。提供しているアプリ数は、

平成23年３月末時点で112アプリとなり、平成22年12月末時点の49アプリからその数は倍増いたしました。販売ダ

ウンロード数については、電子書籍化支援サービス「AXEL BOOK」の提供を開始した平成22年７月から平成23年３

月の間に累計15万ダウンロードを突破し、サービス開始から数えて累計８タイトルがApp Storeブックランキング

でセールス１位を獲得するなど、販売は好調に推移しております。また、プラットフォーム対応として「App 

Store」、「Android Market」に加え、KDDI株式会社及び沖縄セルラー電話株式会社が提供する「au one 

Market」、株式会社TSUTAYA GALAPAGOSが運営する「TSUTAYA GALAPAGOS」、株式会社トゥ・ディファクトが運営す

る「honto」など新たに６つのプラットフォームへの作品提供により販路拡大を進めました。 

 ＳＮＳへのコンテンツ投入では、「GREE Platform」向けに動画コンテンツの提供を開始しました。「ベストヒ

ット動画 for GREE」ではハリウッド映画や海外ドラマ、「アニメ動画 for GREE」では国内アニメを配信し、作品

数を増やすことで売上増加に取り組んでおります。平成23年３月末時点で、「GREE Platform」向けに占い、動

画、デコメなど37アプリを提供しております。 

 これらの取り組みを推進したものの、一部の新規案件の遅れなどがあったことにより当第２四半期会計期間の課

金数は、843千件（前四半期比33千件減）、第２四半期累計期間の課金数は、1,720千件となりました。当社は、当

事業年度において年間累計360万課金を目指しており、目標の進捗を把握しやすくするため四半期累計の課金数を

記載しております。 

 また、営業利益、経常利益並びに四半期純利益については、既存の携帯電話向け音楽サイトにおける協業先から

の収入拡大、並びに、販売費及び一般管理費の圧縮等コスト削減に努めました。  

 以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は644,053千円（前年同期比12.2％減）、営業利益は29,868千円

（前年同期比10.2％減）、経常利益は27,549千円（前年同期比6.6％減）、四半期純利益は23,896千円（前年同期

比264.0％増）となりました。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期会計期間末における資産の状況は、借入金の返済に伴う現金及び預金の減少165,442千円などによ

り前期末に比べ213,483千円減少し、総資産は1,198,049千円となりました。負債は、前期末に比べ255,230千円減

少して335,438千円となりました。これは主に、短期借入金の返済により200,000千円、長期借入金の返済により

49,800千円減少したためであります。純資産については、四半期純利益23,896千円の計上、新株予約権の行使に伴

う資本剰余金14,383千円の増加等により前期末に比べ41,746千円増加して862,610千円となりました。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報



各キャッシュフローの状況は以下のとおりであります。 

 当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」といいます）は、前事業年度末に比べ

165,442千円減少し696,855千円となりました。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は67,381千円となりました。主な収入要因は、税引前四半期純利益25,041千円の計

上、前払費用の減少による24,598千円、仕入債務の増加23,084千円、減価償却費及びのれん償却を合わせた23,154

千円であり、主な支出要因は、売上債権の増加21,797千円であります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は1,225千円となりました。主な支出要因は、固定資産の取得による支出778千円で

あります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は231,598千円となりました。主な収入要因は、ストックオプションの行使に伴う

自己株式の処分による収入18,205千円であり、主な支出要因は、短期借入金の返済による支出200,000千円及び長

期借入金の返済による支出49,800千円であります。  

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成23年４月28日付「業績予想の修正に関するお知らせ」にて開示させて頂いたとおり、平成22年11月４日付で

発表した平成23年９月期業績予想を修正しております。 

 第３四半期以降の当社事業を取り巻く環境については、コンテンツ提供先プラットフォームの拡大、新規参入企

業の増加、並びに、ユーザーニーズの多様化など、引き続き変化するものと予想されます。 

 売上高については、引き続きスマートフォン向け新規サービス開発、並びに、既存の携帯電話向けサイトにおけ

る会員増加施策を推進するものの、新規サービスの売上拡大時期が現時点において不確定であるため、通期の売上

予想を修正いたします。 

 営業利益、経常利益並びに当期純利益については、第２四半期累計期間において通期予想を既に上回っておりま

すが、第３四半期以降に行う新規サービス開発のための先行投資が発生するため、業績予想を据え置きとしており

ます。 

 以上の結果、売上高は1,200百万円（前年同期比△10.6％減）、営業利益は20百万円（前年同期比△45.1％

減）、経常利益は13百万円（前年同期比△53.9％減）、当期純利益は７百万円（前年同期は当期純損失56百万円）

となる見込みであります。  

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．固定資産の減価償却費の算定方法 

   定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によって

おります。 

２．繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

   繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められる場合には、前事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっており、前事業年度末以降に経営環境等、または、一時差異等の発生状況に著しい変

化が認められる場合には、前事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに著しい変化

の影響を加味したものを利用する方法によっております。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準等の適用  

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これにより、当第２四半期累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ357千円、税引前四半期純利益は4,051

千円減少しております。 

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成23年３月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 696,855 862,298

売掛金 268,542 246,745

その他 21,556 43,655

貸倒引当金 △956 △1,136

流動資産合計 985,999 1,151,563

固定資産   

有形固定資産 30,029 34,718

無形固定資産   

のれん 73,750 88,250

その他 8,517 11,813

無形固定資産合計 82,267 100,063

投資その他の資産   

敷金及び保証金 215,610 236,491

その他 44,893 49,447

貸倒引当金 △160,750 △160,750

投資その他の資産合計 99,753 125,187

固定資産合計 212,050 259,969

資産合計 1,198,049 1,411,532

負債の部   

流動負債   

買掛金 126,287 120,032

短期借入金 105,000 305,000

1年内返済予定の長期借入金 75,900 99,600

未払法人税等 2,769 3,600

事業損失引当金 － 8,262

その他 25,481 28,074

流動負債合計 335,438 564,569

固定負債   

長期借入金 － 26,100

固定負債合計 － 26,100

負債合計 335,438 590,669

純資産の部   

株主資本   

資本金 563,900 563,900

資本剰余金 623,205 608,821

利益剰余金 △319,913 △343,810

自己株式 △6,113 △14,885

株主資本合計 861,077 814,025

新株予約権 1,533 6,838

純資産合計 862,610 820,863

負債純資産合計 1,198,049 1,411,532



（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 733,283 644,053

売上原価 428,844 391,775

売上総利益 304,438 252,277

販売費及び一般管理費 271,162 222,409

営業利益 33,276 29,868

営業外収益   

受取利息 170 83

受取配当金 152 213

還付加算金 409 －

助成金収入 － 400

その他 100 30

営業外収益合計 831 726

営業外費用   

支払利息 2,403 1,191

株式上場関連費用 2,130 1,853

その他 72 0

営業外費用合計 4,606 3,045

経常利益 29,501 27,549

特別利益   

貸倒引当金戻入額 19,635 180

新株予約権戻入益 3,399 1,006

特別利益合計 23,034 1,186

特別損失   

減損損失 2,624 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,694

事業損失引当金繰入額 35,341 －

特別損失合計 37,965 3,694

税引前四半期純利益 14,570 25,041

法人税、住民税及び事業税 1,145 1,145

法人税等調整額 6,861 －

法人税等合計 8,006 1,145

四半期純利益 6,564 23,896



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 14,570 25,041

減価償却費 13,985 8,654

のれん償却額 14,500 14,500

貸倒引当金の増減額（△は減少） △19,635 △180

事業損失引当金の増減額（△は減少） △60,998 △8,262

受取利息及び受取配当金 △322 △296

支払利息 2,403 1,191

株式報酬費用 2,803 651

新株予約権戻入益 △3,399 △1,006

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,694

減損損失 2,624 －

売上債権の増減額（△は増加） 71,573 △21,797

仕入債務の増減額（△は減少） △9,785 23,084

前払費用の増減額（△は増加） 23,526 24,598

その他 △32,909 561

小計 18,936 70,433

利息及び配当金の受取額 322 296

利息の支払額 △2,365 △1,109

法人税等の支払額 △1,179 △2,239

法人税等の還付額 12,609 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 28,324 67,381

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,728 △439

無形固定資産の取得による支出 △3,810 △339

子会社株式の売却による収入 15,459 －

その他 △255 △446

投資活動によるキャッシュ・フロー 9,665 △1,225

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000 △200,000

長期借入金の返済による支出 △49,800 △49,800

自己株式の取得による支出 △12,489 －

ストックオプションの行使に伴う自己株式の処分
による収入

－ 18,205

配当金の支払額 △33 △3

財務活動によるキャッシュ・フロー 37,677 △231,598

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 75,666 △165,442

現金及び現金同等物の期首残高 722,730 862,298

現金及び現金同等物の四半期末残高 798,397 696,855



 該当事項はありません。  

  

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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